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要約
本稿では基礎日本語を乗り越えるための学習活動を促すためにどのようなねらいのもとに「メデイア 日本語」及び「応用日本語」の実
践を試み、またどのような具体的な指導を行ったかを2002年から2004年に実施した授業をもとに記述し、その振り返りと考察を行っ
た。 学習活動を生起させる動機として (1)受け身の受講ではなく、学生各自が主体的に授業を創造する、及び(2)日本語で考えると
いうこと、(3)考えを言語化するということ、(4)言葉の限界を感じさせることの四点に指導の軸を置いた。また、振り返りと考察で
は、(1)学習活動の動機を促す事前指導、及び(2)学習行為としての語彙・表現の獲得、(3)拡張による学習、(4)基礎日本語学習の
壁を乗り越えることについて論じた。学習者が与えられたものを獲得し解決するのみならず、新たな課題や問題を自ら見出していくこ
とができる環境作りや指導のあり方を、 具体的な授業実践を通して考えることができた。
キ ー ワ ー ド：発達的過程、 学習活動、事前指導、拡張による学習、思考のタンク
1. はじめに
日本語の初級から上級までの基礎学習が済んでいる学生に対して、 さらに発展的な授業内容を構築し、 さらなる応用
の力をつけさせるにはどうしたらよいか、 「メデイア日本語」 I )という科目名にふさわしい授業はどうあるべきか、 日本
語学習者も従来の基礎的な日本語学習から次の段階へ発展するためには、 これまでとは違う学習のしかたが求められる
のではないか、 これまでにない経験を身につけるための実践の場が必要ではないかと考えた。 これまでの与えられたも
のを学ぶという学習行為2)を越えた学習活動3)の実現が 「メデイア日本語」 への取り組みの根幹であると考えた。
立命館アジア太平洋大学（以下「APU」)では開学以来、言語科目「日本語」は、「日本語入門」、「日本語I」、「日本語II」、
「日本語皿」、 「日本語W」4)と段階的に日本語の技能を高め、 ひいては日本語による一般の授業を取ることが出来るよう
に、 学術日本語を軸に日本語教育がなされている。 「メデイア日本語」はそれらの基本的学習を修めた学生を対象とする
専修日本語科目に位置づけられており、他に「ビジネス日本語」、「日本語教育技術」、「通訳日本語（日韓）」、「通訳日本語
（日英）」、「通訳日本語（日中）」5)が行われている。 「メデイア日本語」 (2 単位りは2002年度と2003年度に、APU の専修
言語科目（日本語）7)として実施された。200 4年度から「メデイア日本語」は廃止され、新たに「応用日本語」8)が新設された。
本稿では2002年度春学期、2003年度春学期• 同秋学期に、筆者が担当した「メデイア日本語」及び2004年度春学期から
の「応用日本語」9)をとりあげ、 そこで何がどのように行われ、 どのような成果を見たかを明らかにするものである10\
まず初めに学生の学習活動を促す「メデイア日本語」の具体的な試みと、 その学習活動を支援するその他の取り組みを示
し、 指導内容を述べる。 次にエンゲストロ ー ムらの学習理論の視点から 「メデイア日本語」 の意義を振り返りたい。
2. 「メデイア日本語」の位置付けとねらい
「メデイア日本語」11) の「メデイア」への取り組みには次の四つが挙げられる。
(1) メデイア機器を使用して日本語を学習する、 あるいは授業する12)。
(2) 情報伝達媒体としてのマス・メデイアを通して出てきた日本語を学習する。
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(3) メディア文化論、 つまりメデイアによって何が語られているか。その言説の内容に踏み込んだ学習をする。メデ
ィア ・ リテラシ ー を視野に入れたメディア論を基礎においた学習。
(4) メデイア側から見た語り方、 内容、 語彙、 表現、 文体、 表記、 音声、 情報の伝達のスタイル、 などを学習する。
本科目の場合、授業の形態として機器の使用は必要に応じて当然行うものとして、第一義的には(1)は本質的な科目
の狙いではない。また、(2)でいうような日本語（例えば新聞記事やニュ ー ス番組）を、 基礎学習である 「日本語入門・
I-N」 で学習したような単なる読解や聴解の学習に使用しただけでは、 専修日本語としての「メデイア日本語」の意義
が失われてしまう。(2)(3) (4)の調和を創造せねばならないであろう。
「メディア日本語」という科目は、 APU以外でも同名の科目を設定して日本語教育を行っている機関13)もあるが、 まだ
新しい科目14) である。2000年のAPU設立の際に文部科学省へ申請した「メデイア日本語」の講義アウトラインは、 「メディ
アを通じた時事情報をもとに、 情報ソ ー スの理解と内容の要約、 表現を中心に学習する。」というものであった。また、
APUの建学理念に「自由•平和 ・ ヒュ ー マニズム」、「国際相互理解」、「アジア太平洋の未来創造」が掲げられている15)が、こ
れらとの兼ね合い、 特に「国際相互理解」はメデイアによる情報のグロ ー バル化と深い関わりを念頭に置いておかなけれ
ばならないだろう。以上のことを総合的に勘案し、筆者の「メデイア日本語」に対する授業観および授業方針として次の
四つの柱を立てた。
① メディア ・ リテラシ ー を視野に入れ、「学生自身が自ら考えること」を重視し、それをもとに、学生のさらなる「話す」
「書く」の進歩を促す授業であるべきということ。
② 基礎的な日本語学習ではあまり学べなかった豊かな日本語の語彙·表現等を身につけさせること。
③ メデイアから伝えられるさまざまな日本語を通して、 学生の理解力の幅をさらに広げ、 学生の「聞く」「読む」をさら
に磨くこと。
④ 教師による知識伝授型の授業スタイルはなるべく控え、 学生主体の授業を創造していくことができ、 「学ぶ」ことを
学生が学べること。
3. 具体的な学習行為と目標
前節で挙げた四つの柱のもとに具体的な学習環境および状況をどのように出現させることができるだろうかを模索
してきた。まず、 学習活動を促すための学習行為を紹介し、 次にその行為の狙いと教師はどのような指導・支援を行っ
たかについて述べる。
3. 1 学習活動を促す具体的な所与の活動16)
(1) 2002年から2004年に実施した主な活動
学生は自分が最も関心のあるトピックを決め、 学期中少なくとも1回は「発表」（後述）をする。「発表」のテーマは、 学
生自身が「最も関心のあること」とし、 関連資料（原則として新聞記事）を教師に提出させた。
表1-1 2003秋学期「メデイア日本語」で取り上げたテ ー マ（トビック）
李56本塁打 アジア新記録 ゆとり教育、スタ ート
自立の見通し違いくっきり 卒業してもまだ不安 学校と塾 どこまで接近
少年の「性」と「キレる」行動 旅に持っていくものは？①携帯電話・・・
「核」解決、 新局面に 北凩6カ国協議 外国の料理と語らい
北朝鮮、 謎の国家 チョンモンホン現代会長の自殺
「再生パソコン」急拡大 モー ニング娘が示す国家的欺睛
人間と病気 有人宇宙船中国、打ち上げ成功
夢 マイクロソフ ト、 無料チャットルー ムを閉鎖
音楽産業の変化 台湾 ー 中国一 独立 一 統一
シュワちゃん知事選にダブルパンチ 外国人犯罪の実態
広末涼子が結婚 人民冗為替政策
インドとパキスタ ンの関係 その他
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表1- 2 2 003秋学期「メデイア日本語」で取り上げたテ ー マのキ ー ワ ー ド例
ゆとり教育 詰め込み 「生きる力」
マー ジナルマン フリータ ー モラトリアム
アイデンテイティ ー 公教育 学習塾
予備校 浪人生 偏差値
「キレる」 社会の病巣 ケイタイ（携帯電話）
主体主義 日朝平壌官言 核問題 （他77 キーワード）
表1ー1に示したように学生が発表に選んだトピック(2 003年度秋）は多岐にわたっている。 取り上げられたキ ー ワ ー ド
の一部は表1ー2に挙げた。
発表の流れは図5(後出）に示した通りである。
(2) 2002年から2004年に実施したその他の活動による珊境づくり
筆者の担当した「メデイア日本語」および「応用日本語」の授業は「発表」を中心に据えた授業であるが、自分の発表のこ
とだけに関心が狭まることのないよう同時に次のような課題を実施した。
【共通項目： 2002年度-2004年度】
① 基本的に2-3回の授業に1回のペ ー スで漢字、 語彙、 慣用句のクイズ(A4判、 時間5-1 0 分程度）を実施17)。 その
クイズを行う前の2-3回分の授業内容すべてに出現した日本語の漢字、 語彙、 慣用表現を出題範囲とした。
② 課題として日本語の「ニュ ー ス」の逐次完全書き起こしをさせた18)。
③ 課題提出： 2 つのレポ ー トを書かせた。
まず、「発表」は口頭で行うが、発表した内容そのものだけでなく、その時の質疑応答、「発表シ ー ト（聞く人用）」（後
述）などを参考にしてさらに考え、 それらをまとめたものを文章に書かせた。加えて、 別途教師がテー マを与えて、
「レポ ー ト」を書かせた。 それらは概ねにおいて、 異文化論的視点、 文学的視点、 社会学的あるいは文化人類学的視
点から率直に論じられていたと言える。「発表」の経験が生きたと思われる。 課題のテー マは次の通りである。
2 002年度および2 003年度春 「アニメ映画「千と千尋の神隠し」について」
2 003年度秋 「日本映画を一つ取り上げ、 あらすじを述べた後、 論評しなさい」
2 004年度春 「気になる日本語／日本人／日本文化について」
④ WebCTにて漢字の読み練習教材を作成19)し課題とした。漢字の総出題数は3141 問であった。学生からこれが一番大
変だったが役に立ったとのコメントがあった。20)
⑤ 「中間試験（レポ ー ト）」、 「期末試験（レポ ー ト）」
知識を問う試験ではないので教室での籠記試験ではなく、 どこで受験してもよい（答案はワ ー プロ ソフトWordによる
作成）とし、 提出の日、 時刻を指定した。提出は、 E-mail による添付文書での提出という方法をとった。 前掲③の「レ
ポ ー ト」課題があることから、 敢えて「中間試験」、 「期末試験」と呼んだ。 「試験」 の出題内容の一部を表2に示した。
表 2 2 002年度春「期末試験」および 2 003年度春「中間試験」
2002年度春 「期末試験」
① 「新聞記事（別紙） ※を要約し、 あなたの考えを書きなさい。 」
.  • .. ... .. .. ... 
※ 新聞記事は、［朝日新聞「私の視点ウイー クエンド」2001年11月17日］の 「メデイア「心」を感知する目が必要」（堀
田力） より
② 「今学期の授業の中で最も印象に残った事柄 をあげ、 それについて述べなさい。」
③［選択(a)]「あなたは、 なぜAPUで学んでいるのか。 その意味を述べなさい。」
［選択(b)] 「この授業で何 を学んだか。 さらに、 授業改善について提言しなさい。」
2003年度春 「中間試験」
次の2つの考え方について、 あなたの意見を述べなさい。 ① 「戦争は何が何 でも絶対ダメ」②「戦争は場合によっては止
むを得ないことがある」
⑥聴解テストを2�3回の授業に1回実施した。
前述した①とは別に、 内容の聞き取りを求める簡単な聴解テスト21)を行った。事前にニュ ー スの大意とキ ー ワ ー ドや
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難解な語彙、固有名詞等は与え、予習できるようにした。 学生は事前準備をすることによって、「聴解テスト」に逃げ
腰にならず、向かう気持ちが持てたようである。
【共通項目に加えて 2003 年度秋の試み）
①新聞記事からニュ ー スをつくる。 また、簡単な評論をさせる。 発表した新聞記事で「ニュ ー ス」原稿を作らせた。 と同
時に解説者をたてて「ニュ ース解説」（解説内容は本人の発表内容を踏まえて作成）も作らせた。これは前出の 2003年度
秋学期中間試験の出題内容である。擬似ニュ ー ス番組の場面をビデオ撮影した。 やり方としては、二人一組で、一人
がニュ ー スキャスター のごとく「ニュ ー ス」をカメラに向かって読み上げ、他方に解説を求める。 するともう一人が
（「発表」により練られた）洞察のあるコメントを述べ解説する。 その過程でニュ ー スという音声情報と新聞記事のギャ
ッ プを体感できた。 カメラを前にして適度な緊張感をもって取り組めたようである。
【共通項目に加えて 2004 年度春「応用日本語」での試み】
① 学生自身による「言葉の説明」を実施22)。 教師が意図的に取り上げた慣用句、語彙は表3に一部抜粋を挙げた。 学生
自身で語彙カアップを克服させるということの他に、2�3 分程度であるが、ささやかな 「日本語の教授体験」 をさ
せるのも狙いである。 自分の理解を他者に伝える困難さを体験させた。
表 3 授業で取り上げた日本語の語彙・慣用句・慣用表現例 [2002春学期-2004春学期 ］
箱入り娘 ちょっかいを出す 内緒 さくら
奥床しい 派手（な） 奥手／早生 こけにする
お袋の味 ままならない（ぬ） まめな人 そり（が合う／合わない）
焼け木杭に火がつく 目白押し 押すな押すな（の大盛況） ごり押しする
面映い 年増 首っ丈 二番煎じ
口説く 刺身 （忌み言葉として） 焼き餅（妬く、気持ち） 月とすっぽん （他183項目）
② 言葉（の力）を感じる学習＝文学作品を扱う授業。
もう一つの試みとして、日本文学に取り組んだ。 日本の近代文学作品、芥川龍之介の「蜘蛛の糸jと「羅生門」を取
り上げた。 言葉ば情報を伝えるというだけでなく、魂すなわち言霊が宿ると考えたとき、文学作品には情報伝達を超
えた言葉の力がみなぎっている。 具体的には学生が「朗読」する23)。 教師は適宜、学生の朗読が単なる「棒読み」になら
ないように意識させるため、二点指導をした。 一つは、ある程度全体のあらすじを前もって話し、全体のどの部分を
朗読するのか、意識させ、情景や登場人物の気持ちをイメージして、心を込めて読むことに努力させる。もう一つは、
その小説全体ではなく、その段落ごとに教師がその状況の雰囲気などを解説した上で読ませる24)。 一通りその作品が
読み終わったところで市販の朗読のCDを鑑賞させた。「朗読」は、単に文字という記号を音声化するということでは
なく、内容をよく理解した上でそれを「感じる」、そしてその情景、 登場人物の心情などを「想像する」、そして「語る」
ことであり、このとき言葉には心がのって放たれる。 スキルとしての日本語が先行してしまいがちな今までの学生の
日本語学習に変容を与えることが少しでもできたか、また、外国語である「日本語」とあらためて向き合う契機が得ら
れたかが課題である。
③ 「チャレンジ」すること。
「何か一つチャレンジする」 ことを課題とした。 留学生の生活は日本語の勉強が全てではないので、チャレンジは必
ずしも日本語の勉強に関係せずともよいとし、学生にこの試み提案したところ、学生から前向きな反響があり、学生
から表4に示したようなさまざまな「チャレンジ」の目標設定が教師に示された。
表4 2004年度春学期「チャレンジの目標」
「毎日（日本語の） 新聞を読む」、「大型バイクの免許を取る」、「夜更かしをしない（時間を大切にする）」、「毎日、日記（日本語） を
書く」「毎日ニュ スーを録音して聞く」、「ピアノが弾けるようになる」、「水泳の上達」、「フルート が吹けるようになる」、「タラの
芽の栽培」、「学業に集中する」、「韓国映画に日本語の字幕をつける」、「日本語能力試験 l 級に合格する」、 「JETRO ビジネス日本
語能力試験の突破」、「日本の歌を 30 曲以上歌えるようになる」、「アルバストをする」、「日本の雑誌、新聞を理解して読む」、「ダ
イエットする」 他 10 例
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チ ャ レ ン ジ は、 彼 ら の生活の 中 で行わ れ る 。 生活は言語に よ っ て営 ま れて お り 、 言葉は生活 と 切 り 離せない。 ま し
て や 日 本 と い う 異文化環境 に直接身 を 置 き な が ら 日 本語習得 に取 り 組む留学生 な ら 、 な お さ ら 言葉 と 生活 と 切 り 離せ
な い生活が営 ま れて い な ければな る ま い。 言語 と は結局 は言語生活25)で あ る 。 言語に取 り 囲 ま れた環境で生活そ の も
の を 実践 し て い る と も 言 え る 。 各人の「チ ャ レ ン ジ」 の経過 と 成果は、 学期の最終授業 日 の 「報告会」で発表す る 。 ク ラ
ス の学生の チ ャ レ ン ジ体験 を 全員 で共有で き れば と 考え て い る 。
3 .  2 学習行為の 目 標 と 具体的指導
(1) 受 け身の受講で は な く 、 受講者各自 が自 ら こ の授業 を創造する
譴業 中 は学生主導型 ： 教師 に よ る 講義は最小限 に と どめ、 発表者が発表の準備の段階で デ イ ス カ ッ シ ョ ン ・ ポ イ ン
ト を 見極め、 教室で ク ラ ス の仲間 に問 う 。 こ の デ イ ス カ ッ シ ョ ン ・ ポ イ ン ト は重要であ る 。 発表後 に、 発表者 は 「発
表シ ー ト （発表者用）」26)、 司会者は 「発表 シ ー ト （司 会者用）」27)、 それ以外の者 は 「発表シ ー ト （発表 を 聞 く 人）」 （図 1 )
を教師に提出す る 。 発表者の 「発表」 は 、 発表 し た テ ー マ の 「発表 レ
ポ ー ト 」 を 最後に提出 し 、 終了す る （図 2 参照） 。
②未習 、 未知の 日 本語の漢字 ・ 語彙、 慣用句、 表現その他 は学生 自
身が発見す る ： 「 日 本語N」 ま での教師が導 く 学習過程で、 文法、
語彙、 表記、 作文、 読解そ の他、 日 本語の知識、 技能は 、 一定の
レ ベ ル に到達 し て い る はずであ る 。 そ れ ら の学習段階 を 終 え て い
る 学生 に対 し て は、 学生 自 身が受け身 に な ら ず、前向 き に授業に
参加す る こ と を 心が け さ せ た。学生は各授業の 内容に触れ る 中で、
未知、 未習 の言語的、 文化的 な 事柄 に 出会 う 。 そ の 瞬間 を学生自
身が見逃 さ ず、 予習 ・ 復習で確実 に 身 に つ け る こ と を 学生 に 自 覚
さ せた。 「 日 本語 を 」 で は な く 、 「 日 本語で」 の活動 を 通 じ て 日 本語
の 力 を 伸 ばす と い う こ と であ る 。
自 分で「考え る 」 、 そ し て公的 な場で「説明す る 」 、 「述べ る （発表す る ）」 、
「他者 に 問 う 」 、 「公衆の面前で（ も の お じ し な い で堂々 と ）正 し く 話す」
を 体験 さ せる こ と を 狙い と し た 。
【具体的指導】
J oO �  隼 （月ゐビ,:t,
..シー ト <U書・ く 人）
名鶴 ： 一
図 1 2003 年響学期 「発表シ ー ト （聞 く 人用）」
発表の テ ー マ は 「各学生の関心があ る こ と 」 と い う 以外制限 を つ け な か っ た28)。 発表のテ ー マの例は前出の表 1 —1 に
紹介 し た 。 学期 中 に 1 回 し か機会が与え ら れ な い 「発表」 であ り 、 そ の重要性 を 強調 し て指導 し た 。
0 単 に調べた こ と な ど を 、 説明す る ので は な く 、 そ の テ ー マ に 関 し て デ イ ス カ ッ シ ョ ン がで き る 論点 を 考 え て お く 。
0 発表の レ ジ ュ メ を 準備す る こ と 。 そ の 中 に は記事の 要旨、 発表テ ー マ につ い て の キ ー ワ ー ド を 必ず載せ る 。
0 最 も 重要な こ と と し て 、 発表者は と に か く よ く 考 え る こ と 29)。 そ れがよ く 表れ る よ う な発表 を 期待す る 30)。
0 発表者以外の学生 は、 発表者の発表 に真剣 に 耳 を 傾 け、 発表が実 り あ る も の に な る よ う 、 ポ ジ テ ィ ブ に 質疑応答な ど
に参加す る 。 少 な く と も 1 回 は発言す る 。
(2) 日本語で考え る と い う こ と
メ デ ィ ア か ら の さ ま ざま な ジ ャ ン ル の 日 本語 に触れ、 日 本語の 4 技能 を さ ら にバ ラ ン ス よ く 伸 ばす こ と と 、 「要約す
る 」 、 「大意 を つかむ」、 「 日 本語で考 え る 」 、 「考 え た こ と を 述べ る 」 、 「他者の考え た意見 を 注意深 く 聞 く 」 、 「真意（＝行間）
を 読み解 く （単 に 「読む」 で は な く ）」 な ど に発展 さ せ る こ と を 重要な狙い と し た 。 新聞や雑誌 な どのマス ・ メ デ イ ア か ら の
時事情報を 中心 と す る 社会的事象に 目 を 向 け さ せた 。 「 日 本語で考 え る 」 こ と を 極力 重視 し こ れ を 促す よ う 支援 し た。 日
本語で考 え る と い う こ と は文化 を 身 に付 け る 学習 で あ る と も 言 え る 。
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図 2 「発表」 の流れ
開講ガイ ダ ン ス 時 に 、 教師は学生の希望 を 考慮 し て発表順序 を 決め る 。
（すべ ての学生は学期中必ず 1 回 は発表す る 。 ）
学生全員 は発表す る テ ー マ を 決め、 同 時 に テ ー マ に即 し た 新聞 記事を見つ け る 。
学生全員、 発表す る テ ー マ を教師に 報告す る 。
新聞記事を教師 に提出す る 。
発表者（各学生）は、 自 分の選ん だ新聞記事 を 精読
す る 。
発表者 は 、 取 り 上げた ト ビ ッ ク に つい て よ く 考 え
る 。 同 時 に 、 どの よ う に発表す る かの構想 を 立て る 。
隣表 2 週間前|
発表者（各学生）は教師 を 訪ね(I 回 目 ）、 発表テ ー マ に
つ い て プ レ ー ン ス ト ー ミ ン グする(20�30 分程度）o
発表者は教師の ア ドバイ ス を受け る 。
発表者は教師の ア ドバ イ ス を受けて、 さ ら に よ く 考
え る 。
隣表 1 週間前|
発表者は教師を 訪ね(2 回 目 ）、 ク ラ ス 発表の前に先
立 っ て、 教師の前で「発表」す る 。 教師の ア ドバイ ス
を受け る 。
教師は、 各学生の提出 し た新聞記事を ク ラ ス 人数分
印刷 し 、 配布。
各学生は、 すべての発表の記事を よ く 読む。
発表者以外の学生は、 各発表者の発表の前 に そ の
新聞記事 を読んで内容を理解 し てお き 、 発表当 日 に
備 え る 。 知 ら な い語彙や読め な い漢字等は各 自 で 自
主学習。
.......................... -...........................•. 
l 匿へ l-···························· 
教師は、 発表者の考え た こ と を尊重 し な が ら 、 さ ま
ざま な 「問い」 を発 し 、 さ ら に深 く 広 く 考え る こ と を
促す。 必要 に 応 じ て発表に 関 す る ア ドバ イ ス を す
る 。
教師は発表者の提出 し た レ ジ ュ メ に 目 を 通 し、 日 本
語の表記 ミ ス 等 を添削す る 。
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 発表者は教師の ア ドバ イ ス を 参考 に し な が ら 、 具体的 な 発表の準備 を す る 。 レ ジ ュ メ （発表の た め の ハ
ン ド ア ウ ト ） を作成 し 、 教師に提出 す る 。
••• • • • 
● 教師は 、 協力 し て く れ る 適当 な 日 本人
．． • • •• ． 
● 発表者は必要 な機器等 を 利用 し な が ら 発
表す る 。
● 司会者 と タ イ ム キ ーバー は発表者 を サ ポ
ー ト す る 。
● 発表者以外の学生は、 発表を 聞 き 、 理解
し 、 質疑応答 に参加 す る 。
● ゲス ト も 質疑応答に参加す る 。
● 教師は発表（質疑応答）に参加せず、 静観
す る 。 発表が終わ っ た時点で、 全体に対 し
て 発表 と 質疑応答 に ついて講評す る 。
発表者は、 ク ラ ス メ ー ト の書いた 「発表シ ー ト 」 を
閲覧す る 。
捺表後 1 週間以内1
発表を終え た学生は、 こ の発表で発表 し た こ と 、 発
表の 質疑応答な どで発表後に 考 え た こ と な ど を 「発
表 レ ポ ー ト 」 と し て執筆 し教師へ提出。
： 学生がい た場合、 事情が許 せ ば、 ゲス◆ヽ ．． 卜 と し て発表の ク ラ ス ヘ招待す る 。 ． ． ．． ．． ◆ . . . . . . • • • • • • • • • • • • • • • • • • ． ． 
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教師は レ ジ ュ メ を人数分印刷 し、 発表当 日 に教室で
全員 に 配布す る 。
教師は発表 に際 し て、 「発表者」 、 「司会者」 、 「それ
以外の学生」 の た め に用 意 さ れた「発表 シ ー ト 」 を そ
れぞれ に 配布す る 。 学生（全員）は発表に関 し て そ の
シ ー ト に記入す る 。
教師は、 発表終了後 に学生全員 の 「発表 シ ー ト 」 を 回
収す る 。 （ゲス ト か ら も 回収す る ）
教師は 回 収 し た発表 シ ー ト に 目 を通す。 発表者 に の
み 、 シ ー ト の 閲覧 を 許可す る （「発表 レ ポ ー ト の」作
成の参考 に さ せ る ）。
教師は 「発表 レ ポ ー ト 」 を受け取 り 、 評価す る 。
日 本語教学習 の発達的過程 と し て の 「 メ デ イ ア 日 本語」 の試み
（具体的指導】
学生に ク ラ ス での 「発表」 を 課す と 、 ま ず学生 は そ の テ ー マ に 関 し て イ ン タ ー ネ ッ ト な どで検索 し て い ろ い ろ な知識を
収集 し 、 調べた こ と を ク ラ ス で述べ、 「発表」 と し よ う と す る 傾向が見 ら れた。 そ れ 自 体 も 必要であ る が、 実は そ れ ら は 「考
え る 」 た めの周辺情報であ っ て 、 発表者 自 身 がテ ー マ につ い て どれほ ど深 く 考 え 、 何がひ ら め い た か（ 自 分で考え た こ と ）
を 発表す る こ と を学生 に要望 し た 。 発表者に対 し て 、 発表の準備の段階で少な く と も 2 回教師 と プ レ ー ン ・ ス ト ー ミ ン グ
す る こ と を提案 し た 。 学生は そ の プ レ ー ン ・ ス ト ー ミ ン グ を 通 し て発表の方向付けや ヒ ン ト を 得、 「考 え る 」 こ と を促 さ れ
る か ら であ る 。
① 1 回 目 の事前指導 ： 例 え ば、 「温泉」 を 発表 テ ー マ に選 ん だ学生が「 日 本人 は温泉が好 き 」 と 言 え ば、 教師は「本当 に そ う
か？ 確かめ た の か？」 と 問 い 、 「あ な た は なぜそ う だ と 判 断 し た の か？」 と た た み か け た。 「 日 本以外に も 温泉 は あ る が、
そ れは ど う な の か？」 、 「仮 に そ う だ と し た ら 、 な ぜ 日 本人に と っ て温泉は特別 な も の な の か？」 と 問 い を 重ね、 少な く
と も その場において、 学生は必死 に 日 本語（媒介語が入 る 余地 は ま っ た く な い）で考 え 、 教師 に 日 本語で何が し かの答
え を 日 本語で返 さ ね ばな ら な い状況 を 作 っ た。 教師は、 学生の答 え に対 し 、 学生の思考の矛盾点 を 発見 し 、 さ ら に そ
れ を 問 う と い う こ と を行 っ た。 そ し て 、 「発表」 で発表者は何が言い た い の か、 「発表者が考え た こ と 」（「調べた こ と 」
だ け で は な く ） を も っ と 明確 に す る よ う に、 あ る い は も っ と 考 え を 深 め る こ と と 、 具体的 な発表の レ ジ ュ メ の下書 き
を 作成 し て お く よ う に求めた。 こ の面接指導 は発表者 に と っ て は試練であ り 、 ま た 「発表」 の助 け に も な っ た よ う であ
る 。
② 2 回 目 の事前指導 ： 教師は 1 回 目 の続 き を 指導 し た後、 具体的発表 につい て 内 容 と と も に手順な どの相談を 受 け る 。
学生は発表の青写真の イ メ ー ジで、 「 プ レ発表」 を 教師の前で行 う 。 教師は、 発表者の考 え の根拠や その深 ま り の程度
や、 発表のス ト ラ テ ジ ー や イ ン パ ク ト 、 発表者が ク ラ ス の学生へ投げか け る 問いの質、 発表の ため に使用 す る 道具や
機器、 配布用 の レ ジ ュ メ や資料な ど に つ い て ア ドバ イ ス し た り 、 発表者の レ ジ ュ メ な ど に 現れた 日 本語を点検す る 。
(3) 考 え を言語化す る と い う こ と
日 本人 を 見 て 日 本文化 に触れて 、 何か変だ と 思 っ た り 、 で も は っ き り 何であ る か よ く 分か ら な い と い う よ う な こ と は
留学生がよ く 経験す る こ と であ る 。 何 と な く は っ き り し な い 「 こ と ばに な ら な い何かモ ヤ モ ヤ し た も の」 と い う 心の現象
を 仮 に 「 メ タ フ ァ ー」 と 呼べば、 そ の メ タ フ ァ ー を 言語化す る こ と 、 つ ま り 、 自 分の考え を 日 本語に よ っ て言語化す る に
至 ら な い状態 を抜け出す と い う こ と であ る 。 「発表」 と そ の事前指導 に お け る 日 本語で考 え さ せ る 指導 に は 、 こ の壁 を 乗
り 越 え さ せ る 意 図があ る 。 「（ 日 本語で）考 え る 」 と い う プ ロ セ ス に よ っ て 、 考 え た こ と を 言語化す る こ と に よ り 、 思考を
進め さ せ る こ と がで き る 。 考え た こ と の言語化の訓 練 こ そ が、 日 本語の学習 を 終え て い る 学生 に と っ て必要で あ ろ う 。
「（ 日 本語で）考え る 」 と い う 訓練は「考 え る 」 こ と そ の も のの訓練に他な ら な い。
【具体的指導】
心理学 を 引 く ま で も な く 、 同 じ も の で あ っ て も 見 る 方向や角度な どに よ っ て 「見 え る も の」 は 違 う 3 1 )のであ る 。 当 た り
前 と 思われる よ う な こ と に 、 「本当 に そ う か？」 と 問 い直す。 デカ ル ト の 「考 え る 」 と い う こ と に つ い て の提唱 を ク ラ ス で紹
介 し た32)。 近い将来、 学生が卒業論文や レ ポー ト を 書 い た り す る と き 、 ア カ デ ミ ズ ム の領域で は ま っ た く 必要な こ と で
あ る と 考 え た か ら であ る 。 ま た 、 「 メ デ イ ア 日 本語」 での発表で学生が取 り 上げる ト ピ ッ ク は 、 視点 を 変 え れば、 異文化
の事象であ る 。 学生 に は異文化 を 見 る 目 の 涵養 も 大変重要であ る と 思わ れ る 。 学生が取 り 上げたテ ー マヘの ア プロ ー チ
と し て 、 筆者は異文化理解の方策 DIE 法33) を 指導 し た 。 思考の手がか り を 見失い壁 に ぶ つ か っ た時、 D.I.E. はその突破口
を 開 い て く れ る 。 D.I.E. と は英語の DESCRIPTION(事実 の描写）、 INTERPRETATION(解釈）、 EVALUATION(評価）の
頭文字で、 D を 第 一 ス テ ッ プ、 1 を 第 ニ ス テ ッ プ、 そ し て E を 第 三 ス テ ッ プ と し て 事象 に つ い て思考 を 展 開 し て い
く や り 方 で あ る 。 学生が取 り 上 げた 新 聞 記事 の テ ー マ に 関 し て 、 そ こ で起 こ っ て い る 事実 は 何か（かつ、 メ デ イ ア
リ テ ラ シ ー の 見地 か ら 、 そ れが「本当 に 事実 か」 も 再考せ ね ば な ら な い 34)、 事実 の 認定 を 踏 ま え て 、 そ の事実は何を
意味す る か、 な ぜそ ん な こ と が起 こ っ た か に つ い て 学生 は思考 し 解釈す る 。 こ れ ら の こ と を 踏 ま え た 上 で学生 は何
ら か の私見 を 見 出 す 、 あ る い は 結論 に 達す る と い う プ ロ セ ス を 辿 る 。
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テ ー マ に つい て どの よ う に考え て よ い か窮 し て い る 学生がい た場合、 例 え ば次の よ う に問 う て み る 。
[T は教師、 S は学生］
T :  「 と こ ろ で、 そ も そ も こ の テ ー マ で は S さ んが認め る DIE の D は何ですか。 」
s :  「セ ブ ン イ レ プ ン の企業戦略が 日 本で成功 し て い る と い う こ と です。」
T :  「で も 、 そ れは本当です か。 今 ま での経緯や他社の シ ェ ア は実際 ど う な っ て い ま すか。 」
s :  「調べ て み ま す。」
T :  「そ れ に 、 ど う し て ロ ー ソ ン な どの他の コ ン ビニ よ り 成功 し て い る んですか。 ど う し て よ り 多 く の 日 本人がセ
プ ン イ レ ブ ン ヘ足 を 向 け る んですか。 日 本人 は コ ン ビニ に何を求め て い て い る の ですか。 特 に若者がコ ン ビニ
に行 く の は どん な 時ですか。 あ な た 自 身 は ど う です か。 他の コ ン ビ ニ で は な く て 、 セ ブ ン イ レ ブ ン ヘ行 き ま す
か。 あ な た の 国、 カ ナ ダで は ど う で し た か。 ク ラ ス メ ー ト た ち の母国の コ ン ビニ事情 は ど う だろ う ね？」
s :  「ち ょ っ と 、 日 本人の知 り 合い た ち ゃ留学生の友達 に も 聞 い て み ま す。 」
T :  「 日 本人 に と っ て 、 あ る い は若者に と っ て、 そ も そ も コ ン ビニ っ て何 だ ろ う ね。 」
基本的 な や り 方 と し て 問答 に よ っ て学生 自 身が発見 し て い く 指導 を 重視 し た 。
(4) 言葉の限界 を 感 じ さ せ る
言葉はあ ら ゆ る こ と を 表す こ と がで き 、 あ ら ゆ る こ と を伝 え る こ と がで き る か。 例 え ば「命は大切 だ」 と 言葉で言 っ て
も 本当 に分かっ て も ら え た か ど う か分か ら な い。 命の大切 さ を 経験 し た 者 と 同 レ ベ ルの認識 に 、 言葉 に よ っ て至 ら しめ
る こ と は難 し い。 「発表」で発表者が深 く 考 え た こ と や発表者の原体験な ど を 言葉 に よ っ て伝 え よ う と す る 時、 う ま く 伝
え ら れず に も どか し く さ え あ っ た と 思 わ れ る 場面があ っ た。 こ の経験 を し た か ら こ そ 、 お互い に他人の発信 し た こ と に
は し つ か り 耳 を 傾 け、 何 を 言 わ ん と し て い る か、 真の意図は何かな ど、 そ れ ら を 理解 し よ う と 努め る 姿勢が学生一人一
人 に 生 ま れ る の で は な い か と 思 わ れ る 。
4 .  振 り 返 り と 考察
(1 ) 学習活動の動機 を促す事前指導
発表が 「調べた こ と 」 の羅列で は な く 、 例 え ば「 日 本人の曖昧 さ 」 と い う テ ー マ を 選 ん だ学生 は、 実際に周 り の友人た
ち に 簡単 な ア ン ケ ー ト や聞 き 取 り 調査を し て み て 、 テ ー マ に 関 す る 発表者の認識 と 思考 を さ ら に深め、 そ こ に 日 本人の
「や さ し さ 」 があ る と 感 じ 、 本人の私見 と し て 「 は っ き り 相手 に 言 う こ と が必要であ る 。 し か し本当 の こ と で あ っ て も 、 ど
の よ う に言 う か、 言い方 に気をつ け る こ と が大切 だ と 思 う 。 」 と 発表 を 結 ん だ35)。 発表者以外の学生 は 、 発表 を よ く 理解
し、 発表者の言 わ ん と す る 所が何か を 聞 き 取る 。 発表者 自 身 ま た は司会者か ら 発言 を 求め ら れ る こ と があ る の で、 真剣
に発表に集中 し な ければな ら な い。 実 際 に は求め ら れず と も 、 は じ け る よ う に 自 ら 発言する 者が多かっ た。 発表 にお い
て学生間 の対話が大い に見 ら れた 。 発表の 「質疑応答」 は 、 学生 た ち に と っ て啓発的で刺激の あ る も のであ っ た よ う だ36)。
こ こ に ワ ー チの言 う 「媒介 さ れた行為」 が見 出せ る 。 ボル ノ ー (1969 :p . 209)は 「言語教育 は全教育 の核心であ る 」 と 言い
切 っ て い る 37)。 そ う で あ る 限 り 、 学生 も 教師 も 成長がなければな ら ない。 何 と い っ て も 、 教師は何か正 し い答え を 用 意
す る の で は な く 、 時間的 な制約 も あ る が、 学生の思考に と こ と ん付 き 合い、 学生は教師 に見守 ら れて い る と 実感す る 中
で の びの び と 思考 を 躍 ら す こ と が最 も 肝要で は な か ろ う か。 教師が学生 を 「引 き 受 け る 」38) と こ ろ か ら お互いの信頼関係
が生 ま れ る と 思 わ れ る 。
(2) 学習行為 と し て の語彙 ・ 表現獲得
豊かな 日 本語 を 身 に つ け さ せ る こ と を 目 標 に あ げた が、 よ く 考え る と 「豊かな 日 本語」 と は何か実 は そ の答 え に詰 ま っ
て し ま う 。 生活に必要な基本語は 3000 語程度 と 言われて い る 。 「豊かな 日 本語」 が 3000 を 越 え る 、 そ れ以上の単語であ
る な ら 、 日 常生活での 出現の頻度 は か な り 低い だ ろ う 。 大野 ( 1999 : p. 22) は、 「一生 に 一度 し か出 あ わ な い よ う な単語が、
こ こ と い う と き に適切 に使 え る か ど う か。 使 え て 初 め て 、 よ い言語生活が営め る 」 と 述べて い る 。 言葉は、 そ れ を いつか
使 う か し れな い と い う よ う な可能性の た め に蓄 え る と い う こ と であ る （大野 ： 同掲書） 。
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(3) 拡張に よ る 学習
学生は、 よ く 考 え 、 マ ス ・ メ デ イ ア か ら で あ れ、 教師や ク ラ ス メ ー ト か ら で あ れ、 他者の発信 に注意深 く 耳 を 傾け、 そ
れ に対 し て 「そ う で は な い。 」 、 「何か し つ く り 来 な い 。」 な ど、 学生た ち の精神が激 し く 揺 さ ぶ ら れ た と 見て取れ る 場面
も あ っ た39)。 精神活動の発露 と し て 、 心の 中 に湧 き 上がる も の を 、 ど う 述べる か。 メ デ イ ア が身近 に あ り な が ら 、 自 分
と は関 係 な い も の と し て眺め て い た も の を 、 あ る 意味で学生の生活の 一部 と し て 、 つ ま り 自 分の問題 と し て考え ら れ る
よ う に な る 。 ま た 、 チ ャ レ ン ジの試み は 、 自 分の 問題 を 超 え て い く 活動であ る 。 エ ン ゲス ト ロ ー ム (1999 [1987] :p . 154) 
の 「拡張に よ る 学習」 は 「 こ れ ま で学んで き た個 々 のバ ラ バ ラ の、 内的矛盾 を は ら ん だ学習行為 を 、 客観的 に新 し い シ ス テ
ム ヘ と 拡張す る こ と 」 で あ る 。 与 え ら れた も の を 学ぶ と い う 学習行為か ら 、 さ ら に そ れ ら の行為 を 含ん だ よ り 広 い生活関
係 を 実現す る 活動へ と 発展 し て ゆ く の で あ る 。
(4) 基礎 日 本語学習の璧 を 乗 り 越 え る
図 3 は 、 発話 と 思考のモデル を イ メ ー ジ し た も の で あ る 。 学生 は思考の タ ン ク であ る 。 教師の役割は、 学生の思考 に
対 し て 「圧縮」 し た り 、 学生の思考の た めの雰囲気作 り 一加熱（ ま た は逆に冷却）一を し て 、 学生の思考の渦 （母国語 に よ
る 認識概念、 断片的 な 日 本語の語彙や表現 な ど、 あ る い は そ の どち ら で も な い何か も や も や し た も の の渦 （ メ タ フ ァ ー
と 呼んで も い い か も し れ な い） を 、 さ ら に 活性化 さ せ る 。 雰囲気作 り （教師の事前指導や学生同士の発話の刺激な ど） も あ
っ て 、 学生の思考の活性化が強 く 促 さ れ（内部の 「圧力」 が高 ま り ）、 ひ い て は思考は外部噴出（ こ れ を 一つの 「言語化」 と 言
っ て も よ い と 思 う ） ま で に至 り 、 勢い と な っ て 「発話（ア ウ ト プ ッ ト ）」 さ れ る 。 ア ウ ト プ ッ ト は発言だ け で な く 、 「発表 シ ー
ト 」 に も コ メ ン ト と し て書かれた 。 「心の声」 が言語 と い う 「媒介手段」
を 通 し て発せ ら れた と 言 え よ う （ ワ ー チ ： 2004 [1991 ] ) 。 発話の た め の
出 口 が狭い（ 日 本語の運用 力 が低い）場合は 、 学生の も どか し さ は強 ま
り 、 さ ら に 内部圧力 が高 ま る こ と に な る 。 学生 は 、 お のず と 出 口 の狭
さ が窮屈 に感 じ ら れ、 発話、 す な わ ち ア ウ ト プ ッ ト の能力＝ 日 本語運
用 力 を 高 めず に は い ら れな い と い う 構図 と な る 。 教師 と 学生、 学生 と
学生の イ ン タ ー ラ ク シ ョ ン こ そが最大の鍵 と い え る 。 「 メ デ イ ア 日 本
語」 の授業で は 、 こ の活動（「発表」＝思考 と 発話） を 軸 に据 え 、 思考す る
こ と を 求め な が ら 、 レ ポ ー ト を は じ め と し た発話以外の ア ウ ト プ ッ ト
の形態が異 な る 活動 を 周辺 に 固 め た 。 日 本語運用力 の基本 と な る 語彙、
表現な ど も 広 げる よ う に努力 し 、 気がつ け ば、 教室の 中 に は学生た ち
の 口 か ら 「キ ー ワ ー ド」 が当然の ご と く 飛 び交 っ て い た 。 こ れは ま さ に
媒介 さ れ た行為 であ る と 言 え る 。
5 .  ま と め と 今後の課題
" " '● """' ii' 
' .,______、
』
・
カ！熱（または冷矧
図 3 学生の思考のモデル イ メ ー ジ
以上の こ と か ら 「メ デ イ ア 日 本語」及 び「応用 日 本語」 で は 一定の成果があ っ た と 結論で き る 。 こ れ に前向 き に取 り 組ん
で き た学生か ら の評価 と し て は、 「 日 本語で考 え る 授業 だ っ た」、 「雰囲気 も 良 く 学生が真剣」 、 「い ろ い ろ な 問題に 関 し て
い ろ い ろ な 人の意見 を 聞 く こ と がで き た」 、 「 日 本語 を 学ぶ こ と だ け で は な く 一人の人間 と し て重要な も の を 学んだ」 、 「い
ろ い ろ な 国 か ら の留学生の考え 方 を 通 し て知識を増やす こ と がで き た」 、 「 自 分だ け で は な く ほ かの見方か ら メ デ イ ア を
理解で き る よ う に な っ た」 、 「社会問題を考 え る よ う に な っ た」 、 「み ん な と 一緒 に学び、 一緒 に 考 え 、 一緒 に デ イ ス カ ッ
シ ョ ン で き た の で 日 本語で発想 し発表で き る よ う に な っ た」 な どが挙げ ら れ る 。 改善点 と し て は 「 も っ と い ろ い ろ な メ
デ イ ア を取 り 上げて欲 し い」 と い う 意見 があ っ た 。 授業見学 に 来 た 日 本人学生の 「 日 本語 に 詰 ま っ て も 、 ク ラ ス の和ゃ
か な 雰囲気がそ れ を カ バー し 、 そ の い い雰囲気がい い プ レ ゼ ン に つ な がっ て い る と 思 う 」 と い う コ メ ン ト は興味深い。
こ の こ と は 、 学習活動 そ の も の の重要性 と 同 時 に 、 そ れが繰 り 広 げ ら れ る 環境や状況が重 要 な 要素 に な る と い う こ と を
予見 し て い る 。 こ の授業 を ウ ェ ン ガー (1998) の 言 う 「実践共同体(Community of Practice)」 と し て捉 え る こ と がで き る 。 そ
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こ で行 わ れ る 学習 の 質が向上す る た め に は 、 共同体に参加 し て い る 成員 がお互い を 良 く 知 り 、 その企画に参加 し 、 や り
方や雰囲気や価値 な ど を 共有 し な が ら 新た な ア イ デ ン テ イ テ ィ ー を 形成 し て い く と い う プ ロ セ ス が見 え る 。 学習者の学
習活動を促す「メ デ イ ア 日 本語」 及び「応用 日 本語」 の 開 かれた構造が出現 し て い る 。
最後 に 「 メ デ イ ア 日 本語」 及 び「応用 日 本語」 を 通 し て発達過程の重要 な 点が挙げ ら れ る 。 一 つ は 、 学習活動 を 通 し て 、
日 本語学習 を 乗 り 越 え た と こ ろ に新た な 意味の発見や ア イ デ ン テ イ テ ィ ー の獲得があ る と い う こ と 。 二つ 目 は 、 乗 り 越
え た経験 を 通 し て 「学ぶ こ と 」 を 学ぶ こ と がで き る こ と 。 つ ま り 、 学習者が与え ら れた も の を 獲得 し解決す る の み な ら ず、
新 た な 課題や問題 を 自 ら 見出 し て行 く こ と がで き る こ と であ る 。 三つ 目 は 、 こ れ ら の学習活動 を 支援す る 環境、 教師 と
の信頼関係 、 学生の真剣 に 取 り 組む姿勢 と ク ラ ス の和 や か さ な どが用意 さ れ る こ と であ る 。 今後 こ の授業 を 通 し て学生
がその後 どの よ う に 変 わ っ た か を 追 っ て研究 し 、 学習活動 の た めの 環境改善お よ び授業改善 に結びつ け て行 き た い 。
注
1 .  2004 年度よ り 専修 日 本語 「 メ デ イ ア 日 本語」 がな く な り 「応用 日 本語」 が加わ っ た。
2. 意識的 に 目 標 に従属 し た過程、 所与の具体的な活動 （エ ン ゲス ト ロ ー ム 山住他訳 1999, pp64-65) 
3. エ ン ゲス ト ロ ー ム (1999 【1987】 pp. 154-157) の 「拡張に よ る 学習」 の概念 と し ての学習活動。 こ の活動の動機は、 課題 を客観的
に 新 しい活動 シ ス テ ムヘ と 拡張す る こ と に よ っ て、 知識や技能 を どの よ う に修得す る のかを学び、 問題 を どの よ う に解決す る のか
を 学ぶ こ と であ る 。
4 .  カ リ キ ュ ラ ム改革 に よ り 、 2004 年度春か ら は 「 日 本語初級 I 」、 「 日 本語初級 II 」、 「 日 本語初級 m 」 、 「 日 本語中級」 、 「 日 本語上級 I 」、
「 日 本語上級 I1 」 と い う 形に改編 さ れた 。
5 .  2004 年度か ら 「 日 本語教育技術」 は 「 日 本語教授法」 に 、 「通訳 日 本語」 はそ れぞれ「通訳 （ 日 韓） 」 「通訳（ 日 英） 」 「通訳 （ 日 中） 」 と な り 、 国
際学生 （主 に留学生） に 加 え て 国内学生 （主 に 日 本人学生） の受講 も 許可 さ れた。
6. 一週 間 に 2 コ マ (95 分 X 2 回） ： 授業は、 2002 年度春学期 に お い て は 火曜 日 (2 限 目 ） と 金曜 日 (3 限 目 ） に 、 2003 年度春学期 に おい て
は 月 (4 現 目 ） と 火 (4 限 目 ） に 、 2003 年度秋学期 に お い て は 月 (4 限 目 ） と 火 (4 現 目 ） 、 2004 年度春学期の 「応用 日 本語 02」 に お い て は 月
(5 限 目 ） と 木 (5 現目 ） に実施。
7. 基本的 に 日 本語学習が終了 し た学生、 あ る い は既に 日 本語能力試験の基準で言 え ば l 級 に到達 し て い る 学生を対象に、 さ ら に 上級
の生 き た 日 本語 を学ぶ機会 を提供す る も ので あ る 。
8 .  カ リ キ ュ ラ ム改革後、 科 目 「メ デ イ ア 日 本語」 は な く な り 、 2004 年度よ り 専修 日 本語科目 「応用 日 本語」が新設 さ れたが、 筆者 も 担当
し て お り 、 筆者の そ れ ま で担当 し た 「 メ デ イ ア 日 本語」 の成果 を 生か しつつその流れを 引いて実践 し て い る 。
9 .  「応用 日 本語」の教授内容は科目 の担当教師 に 一任 さ れて お り 、 筆者は こ れ ま で担当 し た 「 メ デ イ ア 日 本語」の成果 と 流れ を 「応用 日 本
語」 に 応用 し発展 さ せた。
10 .  同 名 の科目 を担当 は筆者だけ で は な い。 本稿はあ く ま で筆者の実施 し た授業の実践報告であ る 。
1 1 .  例 え ば、 メ デ イ ア機器を駆使 し て行 う （ 日 本語の）授業 と い う ハ ー ド ウ ェ ア的解釈で論 じ ら れ る 場合 も 少な く な い。 本科目 の場合は、
授業内容 を 問題 と すべ き であ っ て、 メ デ イ ア か ら 伝 え ら れて く る 情報（＝ 日 本語） そ の も の を教材 と す る と 理解すべ き であ ろ う 。
12. 「 メ デ イ ア に よ る 教育」 と メ デ イ ア教育 (med i a educ at i on) は、 教育 にお け る メ デイ ア や情報テ ク ノ ロ ジ 一 の利用 と 密接な関連を保ち
な が ら も 、 そ の実践的文脈で は メ デ イ ア に よ る 教育 と は区別 さ れ、 「 メ デ イ ア について の教育」 と 考 え ら れて き た （佐賀 ： 2004) 。
13. マサ チ ュ ー セ ッ ツ ・ ア ム ハ ー ス ト 大学の シ ラ バス に よ る と 、 「Medi a Japanese I」、 「Med ia Japanese II」 と い う 科目 を設け、 前者
は 「新聞、 雑誌、 テ レ ビ番組な どの メ デ イ ア の 中での 一般的な 日 本語の見方」 を 内容 と し、 後者は 、 「前者の統 き と して、 概念的、 言
語学的 に複雑 な資料 （教材） の理解、 お よ び成果にマス ・ メ デ イ ア の言語使用 を応用 さ せ る こ と に重 き を置い た も の」が授業内容 と し
て示 さ れ て い る （下記サ イ ト に て公開） 。
ht tp :/ /www. umass. edu/gradschoo l/catalog/prgms/J/J apanese. html#courses (2004. 6 . 8) 
14. ニ ュ ー ス 教材を利用 し た 日 本語聴解授業 と し て 、 そ の ク ラ ス に お い て 「前作業」 （＝地域の情報を取 り 入れ る ） 、 「本作業」 （＝従来の聴
解作業 に 加 え 、 必要な地域の情報を提供） 、 「後作業」 （＝地域社会に送 り 出すため新たな リ ソ ー ス と 接触す る ため の準備活動） を行い、
学習者の環境 に変化を も た ら し 、 学習効果 を上げた と 報告 し て い る 。 （金庭 ： 2004) 
15. APU と い う 大学は、 同僚の言葉 を借 り れば、 「学問 と 教育 の あ り 方その も のが、 壮大な る 実験の 中 で 問 わ れ よ う と し て い る 」 、 「我々
が対峙す る 相手は、 モ ノ で も カ ネ で も な く 、 将来の社会の主役 と な る べ き 、 各国か ら 参集 し た 前途洋々 た る 生身 の 人間 な のであ る 。」
（金丸 2002, p27) そ こ に い る 教師 と し て 、 心 し てかか ら ね ばな ら ない。
16. 学習行為 と 同義 （エ ン ゲス ト ロ ー ム 同掲書）
17. 当然、 成績を 出 す た めの 評価対象 と も な る 。
18. に ュ ー ス で学ぶ 日 本語J 、 「同パー ト 2J の 2 課分(2004 年度春は 1 課分） を テ ー プか ら 完全 に書 き 起 こ す ト レ ー ニ ン グ を 課 し た 。
全員 に そ れぞれ違 う ニ ュ ー ス を与 え た。 解答は メ ー ル添付書類 (Word で作成） で提出 さ せ、 間違い の あ る 場合は、 その箇所 に 目 立つ
色 を つ け て返送 し、 完全な も のが送 ら れる ま で何度 も 提出 させた。
19 .  教材作成 に当 た っ て 「 よ く 使われる 新聞の漢字 と 熟語」 （豊 田豊子 1981) を ベ ー ス に し た 。
20. こ の WebCT の 漢字練習 は r ょ く 使われる新聞の漢字 と 熟語J 1981 年 5 月 豊 田 豊子著 ・ 編 （凡人社） か ら 作成 し た。
21 .  聴解テ ス ト は、 「新聞 で学ぶ 日 本語J (水谷他 1996) の音声テ ー プ を使用 し た 。
22. あ ら か じめ各学生に割 り 当 てて お い た慣用句な ど を 、 各学生が自 分で調べて よ く 理解 し た上で、 ク ラ ス で教壇 に上が り (2 · 3 分間）
の レ ク チ ャ ー を す る と い う ク ラ ス 活動で あ る 。 学生が誤 っ た説明 を し た場合は、 教師がそ の場で指摘訂正 を す る が、 そ の よ う な ケ
ー ス は今 ま では な か っ た。 そ れは、 そ の ま ま 次の授業の 冒頭での 「 ク イ ズ」 の出 題対象 と な る ため 、 担当学生 に 責任感 を 与え 、 全体
に も 緊張感が伴 っ た 。
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23. 学生に はそれほ ど多 く な い範囲 (1 段落程度） の朗読の担当 を 割 り 当 て る 。 担当 に な っ た学生は、 基本的 な 「読み」がで き る ほ どの事
前準備を し、 朗読 に そ な え る 。
24. 学生の朗読後に 、 そ の朗読は雰囲気を伝え て い た か に つい て コ メ ン ト し た り 、 学生 自 身 に考 え さ せ た り し た。
25 「言語生活」 と い う 言葉は、 戦後盛 ん に用 い ら れる よ う に な っ たが、 ソ シ ュ ー ルの言 う パ ロ ー ルの世界、 「ラ ン ガー シ ュ 」 に あ て た 日
本語訳、 な ど研究者 に よ っ て違いが見 ら れ明確な語義は実は は っ き り し てい な い。 こ こ では、 い わ ゆ る 通俗的 な意味で用 い る 。
26. 教師が様式 を準備 し た 。 発表者がシ ー ト に書 く 内容 と し て は 、 発表の 日 時、 氏名、 発表テ ー マ 、 参加者、 参加者か ら どの よ う な 質
問や意見が出 た か等、 発表に 関 す る 基礎情報の他 に 、 発表につい て 自 分 自 身の 自 己評価は ど う か、 「 も し 、 次 に発表の機会があ っ た
ら ど う 改善す る か」 な どの質問 な どで あ る 。
27. 司 会者用 は、 発表の基礎情報の他 に 、 「司会者 と し て う ま く 議論 を 進め る こ と がで き た か」、 司会者 と し ての 自 己評価、 「 も し次に
同様の機会があ っ た ら 、 議論の進め 方 を ど う 改善す る か」 な どで あ る 。
28. た だ し、 「 メ デ イ ア 日 本語」実施の最初の学期 (2002 年度春学期 ） の み 、 教師が用 意 し た新聞記事を選ばせ、 そ こ か ら 具体的テ ー マ
を 決め さ せ た 。
29. 自 分が確信 し て い る よ う な事柄で も 、 ま ずそ れ を 疑っ て かか る と こ ろ か ら 思考 を 開始す る 。
30. デカ ル ト の思考の提唱 を紹介 し た。
31 .  知覚心理学の実験で用 い ら れる よ う な絵を授業で学生 に紹介 し た 。
32. デカ ル ト の提唱 （鷲田 小禰太 「 自 分で考 え る 技術」 1998 年 2 月 PHP 研究所 p. 30) 
第一に、 即断や偏見を避け、 疑 う 余地の な い も の以外は、 自 分の判断の 中 に取 り 入れない。 一 ［批判的精神］
第二 に、 検討 し よ う と する も の を 、 で き る だけ、 ま た解決す る に必要 な だけ、 多数の小部分に 分割す る 。 ー ［分析
方法］
第三に、 も っ と も 単純な も の か ら 、 段階を踏んで、 も っ と も 複雑な も の に達す る よ う に、 自 分の思考を秩序立て
て働かす。 ー ［思考展開 ・ 叙述方法］
第 四 に 、 何一つ落 と さ な か っ た と 確信す る ほ ど、 広 く 検討す る 。 一 ［再検討 と 推散］
33. 「グデ イ カ ン ス ト (1993) に よ る と 、 DIE の最初の提唱者は Ber lo , D. の The Process of Co血1unication. New York : Ho ! t, 1960. 
であ ろ う と の こ と であ る 。」 （八代他 1998, p307)
34. マ ス ・ メ デ イ ア か ら 伝 え ら れる 情報は、 実は一方的 な情報であ り 、 そ の メ デ イ ア 自 体 も あ る 価値観 に支配 さ れて い る こ と も 、 学生
は認知 し て お く べ き であ ろ う 。
35. 1教師 は学生の考え た こ と の 良 し悪 し、 正 しいか否か な どの評価は し な い （ そ れは学生が気づか な け ればな ら な い こ と で あ る ） 。 大
切 な こ と は、 本当 に真剣 に よ く 考 え た か ど う か、 教師は そ れ を 見極め る 。 学生は 自 分の考えの少な く と も そ の 合理性 を 、 教師 に伝
え な け ればな ら な い。 2. 教師は、 学生の述べる こ と に対 し て 、 「本当 に そ う か」 、 「間違い な い か」 を 問 う 。 3. も し 、 そ れが本当 な
ら 、 ①「なぜそ う な の か」 、 ②「それは何 を 意味す る か」 、 「 ど ん な 意味 を も つか」 を 考 え さ せる 。 ど ん な 意味 を も つ か と い う の は 、 テ
ー マ に も よ る が、 それは例 え ば「人類 に と っ て」 と か「 日 本人 に と っ て」 と か「若者 に と っ て」 、 どん な 意味 を持つか を 考 え さ せ る と い
う こ と であ る 。
36. 発表の当 日 、 何 を し な け ればな ら ないかは、 「発表シ ー ト 」 （発表者用 ） （司 会者用 ） （発表を 聞 く 人用 ） の タ ス ク を与 え る こ と に よ っ
て 示 し た 。
37. 教育哲学者 ボ ル ノ ー は 、 そ の著書の 日 本語版への序文に寄せて 「私 は こ の著書で「言語 と 教育」 について語 っ て い る わ け ですが、 わ
た し に と っ て 問題な の は、 母国語にせ よ 、 外国語にせ よ 、 言語教授 で は な く て、 も っ と 深い問題、 人間の 人格性の構成 に お い て言
語がどの よ う な機能 を 果たすべ き か、 ま た そ こ か ら 、 どの よ う な帰結が教育 に対 し て生ずる かが問題な の です。」 と 述べ、 こ れを 「人
間学的 な 問い」 と 名づけて い る 。 （前出， p i )
38. 土井健郎氏のエ ピ ソ ー ド と し て紹介さ れた言葉 を援用 し教師 に 当 て はめ た 。 「医者は威張る こ と に あ ら ず し て引 き 受け る こ と だ」
（第 19 回 日 本保健医療行動科学額実大会 シ ン ポ ジ ウ ム 「ナ ラ テ イ ヴ と 保健医療」 のパネ リ ス ト 松澤和正 「語 り は なぜ可能 な の か ：
精神看護の視点か ら 」 の ス ラ イ ド資料 よ り 、 2004 年 6 月 27 日 ）
39. 精神が揺 さ ぶ り を 受 け た の は、 ゲス ト と し て参加 し た 日 本 人学生 も 例外では なか っ た。 教師 自 身 も ま た 同様で あ る 。
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